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熱帯太平洋・インド洋の海⾯⽔温偏差

エルニーニョ監視報告2022.5.12
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Key word: インド洋コンデンサー効果（Indian Ocean Capacitor Effect; Xie et al. 2009) 1/10

負のIOD

・ラニーニャ現象の2年⽬
・インド洋の低温偏差



熱帯太平洋・インド洋の海⾯⽔温偏差
海⾯⽔温偏差 2022.4
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2/10ラニーニャ現象の継続



３ヶ⽉予報 6.15〜8.15(5.15初期値）

海洋貯熱量偏差（⾚道）

海⾯⽔温偏差（⾚道）

地上気温偏差（⾚道）

降⽔量偏差（⾚道）

海⾯気圧・流線関数偏差（⾚道）

増加

⾼気圧
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Source: TCC(JMA)

・ラニーニャの冬への継続
・東インド洋での対流活発化
・⼩笠原⾼気圧の発達
・暑夏傾向



Copernicus seasonal forecasts 4/10



Copernicus seasonal forecasts 5/10



⼤気の熱[冷]源応答
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過去の事例との⽐較

SST anomaly                     8/3~8/25      2021  

<Q1>  anomaly                   8/3~8/25        2021  

Ueda et al. (2021; SOLA)

・ラニーニャをベースとしつつ、インド洋は両年ともに対流活動は強い傾向
・亜熱帯⾼気圧の強化に伴う⽇本付近への⽔蒸気供給の増加

令和2年7⽉豪⾬2021年8⽉の⼤⾬（もどり梅⾬）

Ueda et al. (to be submitted)
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筑波⼤・気象庁・京産⼤
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ラニーニャ年の夏の対流活動と循環場

エルニーニョ年
合成解析

ラニーニャ年
合成解析
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OLR偏差（陰影，W m-2）, SLP偏差（等値線，hPa）
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La Niña年の夏は⻄太平洋での対流不活発が顕著
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海洋⼤陸上での加熱と⾚道中央太平洋上の冷却の影響

⾚道上の加熱・冷却のセットにより
⾼気圧偏差が⽇本の南岸まで拡⼤

負の<Q1>
AC AC

加熱
正の<Q1>

冷却
負の<Q1>

⾚道中央太平洋の冷却だけでは⾼気圧偏差
がフィリピン付近に留まる

LBM実験

2021/8/3〜8/25

対応
関係 Naoi, Kamae, Ueda (2020; JMSJ)令和2年7⽉豪⾬

9/10Ueda et al. (2021; SOLA)



2022年夏のサブハイ強化（予測）について

降⽔量偏差（⾚道）

３ヶ⽉予報 6.15〜8.15(5.15初期値）
海⾯気圧・流線関数偏差（⾚道）

サブハイの強化に寄与する熱源 冷源

⾼気圧

Ueda et al. (to be submitted)
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①ラニーニャ＋負のIODの２年⽬の夏、この状態は継続の予測。

②東インドから海洋⼤陸にかけて対流活動の活発化を予測。

③ラニーニャ年の夏は、⻄太平洋での対流活動が抑制。

②と③の組み合わせは、2021年8⽉の「戻り梅⾬」や令和2年7
⽉豪⾬と類似。この加熱偏差は、⽇本の南海上での亜熱帯⾼
気圧を強める。

結論
令和4年の夏は、サブハイの強化が⽣じているが、その範囲

が北側に拡張していることが、⽇本付近の⾼温偏差の要因の
の可能性（除く中⾼緯度の波束伝播、ブロッキング）。
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